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九
二
五
年

（大
正
十
四
年
四
月
）
現
在
の
Ｊ
Ｒ
秋
田

駅
前
近
く
の
旧
手
形
練
兵
場
の
楕
円
の
ボ
ー
ル
ニ
個
を
携

え
た
十
七
、
八
人
の
学
生
た
ち
が
現
れ
た
。
や
が
て
秋
田

鉱
山
専
門
学
校
生
の
指
導
で
ボ
ー
ル
を
蹴
り

（キ

ッ
ク
）

投
げ
た

（パ
ス
）
。

秋
田
エ
ラ
グ
ビ
ー
の
第

一
歩
は
こ
う
し
て
印
さ
れ
た
。

「秋
田
正
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
明
治
、
動
き
は
早
稲
田
、

部
歌
は
慶
応
と
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
パ
イ
オ
ニ
ア
校
の
象

徴
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
」

※

「精
魂
尽
く
し
て
颯
爽
た
り
」
秋
田
正
高
ラ
グ
ビ
ー
部

元
監
督
佐
藤
忠
男
先
生
の
著
書
よ
り

そ
こ
か
ら
秋
田
工
業
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
本
年
で

創
部

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
、
そ
の
間
全
国
大

会
出
場
七
十
二
回
、
優
勝
十
五
回
、
準
優
勝
七
回
と
い
う

実
績
を
打
ち
出
し
、
秋
エ
ラ
グ
ビ
ー
の
苦
闘
と
栄
誉
の
歴

史
が
刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
長
き
歴
史
に
携
わ

っ
て
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂

い
た
多
く
の
指
導
者
を
始
め
、
「創

部
以
来
百
年
の
歴
史
と
伝
統
を
築

い
て
き
て
く
れ
ま
し
た

先
人
の
方
達
」
「
切
磋
琢
磨
し
、
音
楽
を
共
に
し
て
き
ま

し
た
他
校
の
ラ
グ
ビ
ー
仲
間
の
方

々
」
「
今
日
ま
で
多
岐

に
渡
り
支
援
し
て
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
と
敬

意
を
表
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
」
そ
し
て
、
こ
の
百
年

の

間
に
、
秋
エ
ラ
グ
ビ
１
０
Ｂ
は
千
三
百
人
を
超
え
、
同
窓

生
は
三
万
三
千
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
に
至
る
ま

で
に
は
学
校
は
元
よ
り
、
Ｏ
Ｂ
、
同
窓
会
、
ラ
グ
ビ
ー
協
会
、

秋
田
工
業
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
創
部

一
〇
〇
周
年
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

秋
田
工
業
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
後
援
会

会

長
　

加
賀
屋
　
陽

二

父
母
の
会
の
皆
様
、
秋
エ
ラ
グ
ビ
ー
を
心
よ
り
応
援
、
御

支
援
頂
き
ま
し
た
数
多
く
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
秋
工

ラ
グ
ビ
ー
後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
心
よ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で

「
秋
エ
ラ
ガ
ー
誌
」
も
今
回
で

第
四
十
九
号
と
な
り
、
本
年

一
〇
〇
周
年
を
期
に
カ
ラ
ー

刷
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

秋
エ
ラ
グ
ビ
ー
の
ジ
ャ
ー
ジ
は

一
〇
〇
周
年
の
重
み
が

あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
ー
ジ
に
は
Ｏ
Ｂ
、
部
員
、
応
援
し
て
く

れ
る
方
々
の
思
い
が
詰
ま

っ
て
お
り
ま
す
、

ラ
グ
ビ
ー
を

通
じ
て
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
勇
気
と
努
力
が
未
来
を

拓
き
成
長
し
、
言
わ
ば
人
間
形
成
に
繋
が

っ
て
い
く
事
と

思
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ

ー
部
員
は
今
年
新

た

に
十
九
名
、

マ
ネ

ー

ジ
ャ
ー
ニ
名
が
入
部
さ
れ
、
二
年
生
十
四
名

（内

マ
ネ
ー

ジ

ャ
ー

一
名
）
、
三
年
生
十
二
名
総
勢
四
十
七
名
、
創
部

一
〇
〇
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
全
国
大
会

ベ
ス
ト
８
以
上
を
目
標
に
汗
と
泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
日
々

厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

記
念
す
べ
き

一
〇
〇
周
年
の
節
目
か
ら

一
〇

一
年
目
の

新
た
な
第

一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
す
。

後
援
会
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
で
き
る
限
り
の
応
援
、

支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

引
き
続
き
御
支
援
、
御
協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

ｉ
曇

一


